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発委第９号関係 

 

議会議員の歳費及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 

 

１ 改正の理由について 

  議会議員の期末手当については、平成28年度より特別職と同じ支給月数に

改正しております。 

  今般、町では平成30年8月の人事院勧告の内容に基づき、一般職の期末・

勤勉手当の支給月数を「0.05月」引き上げ、現行の「4.40月」から「4.45

月」に、平成31年度から6月期及び12月期の支給率を同支給月数に改定する

こととし、特別職の期末手当についても一般職と同じ内容の改正を12月会議

に提案していることから、議会議員の期末手当についても、特別職と同様に

年間「4.45月」に引き上げる改正を行うものです。 

  なお、議会議員の歳費については、本条例第２条に定められており、歳費

の計算にあっては特別職の月額給与の平均を基に算出していますが、今回は

特別職の給与に改正がないため、歳費の改正はありません。 

 

２ 改正の内容について 

期末手当の支給率の改定 

区    分 ６月期 １２月期 計 

特  別  職 2.225 月 2.225 月 4.450 月 

議

員 

改定後（Ａ） 2.225 月 2.225 月 4.450 月 

現 行（Ｂ） 2.125 月 2.275 月 4.400 月 

増減（Ａ－Ｂ） 0.100 月 ▲ 0.050 月 0.050 月 

 

３ 施行期日について 

公布の日から施行し、平成 30 年 12 月 1 日から適用します。 

ただし、平成 30 年 12 月の期末手当については、「2.225 月」を「2.325

月」とします。 

 

４ 改正による議員歳費影響額について（議員 10 名分） 

区  分 改 正 前 改 正 後 増 減 額 

期末手当 

2,038 千円×1.15× 

4.4 ヵ月＝ 

10,312,280 円 

2,038 千円×1.15× 

4.45 ヵ月＝ 

10,429,465 円 

117,185 円 

 

５ 参考資料【町特別職（3名分）の改正による影響額について】 

区  分 改 正 前 改 正 後 増 減 額 

手  当 

1,880 千円×1.15× 

4.4 ヵ月＝ 

9,512,800 円 

1,880 千円×1.15× 

4.45 ヵ月＝ 

9,620,900 円 

108,100 円 

  

1



 
 

発委第１０号関係 

 

福島町議会基本条例の一部改正について 

 

１ 改正の理由について 

  平成２１年度制定の福島町議会基本条例が施行後１０年の節目を迎えるこ

とから、本年度、福島町議会基本条例諮問会議に議会基本条例全体の見直し

を諮問し、１１月１日に答申を受けました。 

  答申の内容を条例に反映させるため、当該条例の一部改正を行うもので

す。 

 

２ 改正の内容について 

（１）既に実施しているが、基本条例に盛り込むべき事項の追加等 

（２）住民が単純に「傍聴」「参加」ではなく、「参画」を促す意識を持って

改正 

（３）「不当要求行為等を防止する条例」から「政治倫理条例」に拡充するた

めの改正 

（４）議決事件の拡大（町民憲章・宣言、友好市町村締結、町花・町木追加） 

（５）文書質問関連資料の請求の明記 

（６）専門的知見・公聴会・参考人制度の活用の明記 

（７）第２８条（条例のつくり）の削除 

※詳細については、別紙「議会基本条例の一部改正の区分別一覧」参照 

 

３ 施行期日について 

平成 31 年 4 月 1 日から施行します。 
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3 
 

議会基本条例一部改正の区分別一覧 

番号 区分 改正条項 内容 

1 
既に実施しており基本条例に
盛り込むべき事項の追加等 

第７条第６項 
町民に対する議会評価・議員
評価の公表 

第８条第５項 
一般質問等答弁事項進捗状
況調査 

第９条第１項 政策等の予算額の積算根拠 

第１０条第３項 
議会独自の事務事業評価公
表 

第１２条第２項 町長等は誠実に対応・回答 

第１４条第３項 諮問会議の位置付け 

第２１条第１項 
第 1項の規定は現時点では
なじまないので、事務局職員
の自己研鑽に変更 

第２１条第２項 事務局職員人事の事前協議 

第２４条第３～５項 
委員会意見手交、議会事務
事業評価 

2 
住民が単純に「傍聴」「参加」で
はなく、「参画」を促す意識を持
って変更 

第１条 「参加」⇒「参画」 

第５条第１項 「参加」⇒「参画」 

第５条第５項 「傍聴」⇒「参画」 

第５条第６項 「傍聴」⇒「参画」 

第５条第７項 
参画奨励規則⇒参画奨励条
例に拡充（条例は別途制定） 

第７条見出し 「参加」⇒「参画」 

第７条第２項 「参加」⇒「参画」 

第７条第７項 「参加」⇒「参画」 

第７条第８項 「参加」⇒「参画」 

3 
「不当要求行為等を防止する条
例」から「政治倫理条例」に拡充 

第４条第２項 
区分のとおり（条例は別途制
定） 

4 議決事件の拡大 第１１条 
町民憲章・宣言、友好市町村
締結、町花・町木追加 

5 文書質問関連資料の要求 第１２条見出し・第１項 
文書質問関連資料の請求追
加 

6 
専門的知見・公聴会・参考人制
度の活用 

第２０条見出し・第１項 
区分の制度の積極的活用の
規定追加 

7 削除 第２９条 
抽象的でわかりにくいことから
削除 

※上記以外の改正については、「内容は変わっていないが、表現の変更・文言の整理等」 

  



 
 

発委第１１号関係 

 

福島町議会会議条例の一部改正について 

 

１ 改正の理由について 

  平成２１年度に会議規則と委員会条例を包含した福島町議会会議条例が施

行後１０年の節目を迎えることから、本年度、福島町議会基本条例諮問会議

の中で、議会基本条例全体の見直しに合わせて協議し、１１月１日に答申を

受けました。 

  答申の内容を条例に反映させるため、当該条例の一部改正を行うもので

す。 

 

２ 改正の内容について 

（１）既に実施しているが、会議条例に盛り込むべき事項の追加等 

（２）会議規則と委員会条例を合体し整合性等が図られていない部分の調整 

（３）通年議会への移行で、整理しきれなかった部分の調整 

（４）請願提出者の説明機会の確保 

（５）常任委員等の指名 

（６）住民が単純に「傍聴」「参加」ではなく、「参画」を促す意識を持って

改正 

※詳細については、別紙「議会会議条例の一部改正の区分別一覧」参照 

 

３ 施行期日について 

平成 31 年 4 月 1 日から施行します。 
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議会会議条例一部改正の区分別一覧 

番号 区分 改正条項 内容 

1 
既に実施しているが、会議条
例に盛り込むべき事項の追加
等 

第４２・６１・８２・９１・１０１

条 
意見交換・討議・討論の追加 

2 
会議規則と委員会条例を合
体し整合性等が図られていな
い部分を調整 

第２・１０・２３・２５・２６条 議会（本会議）と規定 

第６４条第３項 
準用規定の欠如していた条項
を追加 

旧第１５２～１５６条 
本会議の規定を準用するよう
圧縮（第１５２条第２項）（第１５
３条第２項） 

3 
通年議会移行で、整理しきれ
なかった部分の調整 

第１８条 
同一会期を同一本会議に修
正 

第１０・６７条 会期中を削除 

4 
請願提出者の説明機会の確
保 

第８３条 
提出者の委員会への出席・説
明機会の追加 

5 常任委員等の指名 第１２４条 
休会中も議長が指名できるこ
ととした 

6 
住民が単純に「傍聴」「参加」
ではなく、「参画」を促す意識
を持って変更 

第１３４・１３５条 「傍聴」⇒「参画」 

※上記以外の改正については、「内容は変わっていないが、表現の変更・文言の整理等」 
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発委第１２号関係 

 

福島町議会議員政治倫理条例の制定について 

 

 

１ 制定の理由について 

  当町においては、平成２０年７月１日から「福島町議会議員の不当要求行

為等を防止する条例」を施行し、２元代表民主制の一翼を担う議員の倫理意

識の向上に努めてきたところです。 

  近年、地方議員の倫理意識の欠如とみなされる事件が多発しており、福島

町議会議員のさらなる倫理意識向上に資するため、「福島町議会議員の不当

要求行為等を防止する条例」をベースとし、内容を拡充した福島町議会議員

政治倫理条例を制定するものです。 

 

 

２ 制定の内容について 

  「福島町議会議員の不当要求行為等を防止する条例」からの拡充部分とし

て、次の事項を新たに規定しています。 

（１）町民の責務 

（２）審査の請求 

（３）審査会の設置 

（４）審査会の職務・権限 

（５）対象議員の義務 

（６）審査結果の報告 

（７）審査結果の措置 

（８）議長職務の代行 

※「福島町議会議員の不当要求行為等を防止する条例」及び他自治体の条例

等を別添参考資料の対照表に掲載しています。 

 

 

３ 施行期日について 

平成 31 年 4 月 1 日から施行します。 
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福
島
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
策
定
参
考
資
料
：
政
治
倫
理
条
例
比
較
対
照
表

 

項
目

 
福
島
町
議
会
議
員

 
政
治
倫
理
条
例

(案
) 

福
島
町
議
会
議
員

 
不
当
要
求
行
為
等
防
止
条
例

 
み
ど
り
市
議
会
議
員

 
政
治
倫
理
条
例

 
桑
折
町
議
会
議
員

 
政
治
倫
理
条
例

 
門
真
市
議
会
議
員

 
政
治
倫
理
条
例

 

目
 
的

 

第
1
条
 

目
的

 
福
島
町
議
会
基
本
条
例
第

4
条
の

規
定

に
基

づ
き

、
議

会
議

員
の

政

治
倫

理
に

関
す

る
基

本
と

な
る

事

項
を

定
め

る
こ

と
に

よ
り

、
議

員

が
政

治
倫

理
の

高
揚

に
努

め
、

常

に
良

心
に

従
い

誠
実

か
つ

公
正

に

そ
の

職
務

を
遂

行
し

、
町
民
に
信

頼
さ

れ
る

議
会

づ
く

り
を

進
め

、

町
政

の
健

全
な

発
展

に
寄

与
す

る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

第
1
条

 
目

的
 

福
島

町
議

会
議

員
(以

下
「

議

員
」
と

い
う

。
)の

政
治
倫
理
に

関
す

る
基

本
と

な
る

事
項

を
定

め
る

こ
と

に
よ

り
、

議
員

が
政

治
倫

理
の

高
揚

に
努

め
、

町
民

に
信

頼
さ

れ
る

議
会

づ
く

り
を

進
め

、
も

つ
て

町
政

の
健

全
な

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 
  

地
域

主
権
、
地

方
分

権
の

進
展

に
伴
い
、
地

方
自

治
体

の
責

務
は

極
め

て
重

要
と

な
っ

て
お

り
、

地
方

議
会

の
果

た
す

役
割

も
一

層
大

き
く

な
る

中
、

議
会

に
は

、
よ

り
高

い
倫

理
観

と
識

見
が

 
求

め
ら

れ
て

い
る

。
み

ど
り

市
議

会
を

構
成

す

る
議

員
 が

、
市
民
全
体
の
代
表
者
と
し
て
、
市

民
全

体
の

奉
仕

者
と

し
て

議
員

活
動

を
行

う
際

に
遵

守
す

べ
き

行
動

基
準

に
つ

い
て

定
め

る
と

と
も

に
、
議

員
が

、
倫

理
に
関

し
改
め
て

認
識

を

深
め
、
議
会
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
を
確
保
し
、

民
主

的
な

市
政

の
発

展
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

 

町
政

が
町

民
の

厳
粛

な
信

託
に

よ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
を

認
識

し
、

そ
の

負
託

に
こ

た
え

る
た

め
、

町
議

会
議

員
の

政
治

倫
理

に
関

す
る

規
律

の
基

本
と

な
る

事
項

を
定

め
る

こ
と

に
よ

り
、

議
員

が
町

民
全

体
の

奉
仕

者
と

し
て

政
治

倫
理

の
確

立
と

向
上

に
努

め
、

常
に

良
心

に
従

い
誠

実
か

つ
公

正
に

そ
の

職
務

を
行

う
べ

き
こ

と
を

促

し
、

民
主

的
な

町
政

の
発

展
に

寄
与

す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

市
政

が
市

民
の

厳
格

な
信

託
に

よ
る

も

の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の

 
信

託
に

応
え

る
た

め
、

門
真

市
議

会
議

員
の

政
治

倫
理

に
関

す
る

規
律

の
基

本

と
な

る
事

項
を

定
め

る
こ

と
に

よ
り

、

議
員

の
政

治
倫

理
の

意
識

の
向

上
及

び

確
立

に
努

め
、

も
っ

て
健

全
で

民
主

的

な
市

政
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目

的
と
す
る
。

 

議
員
の
責
務

 

第
2
条
 

議
員
の
責
務

 
議

員
は

、
二

元
代

表
制

の
一

翼
を

担
う

町
民

全
体

の
奉

仕
者

と
し

て
、

自
ら

の
役

割
と

責
任

を
深

く

自
覚

し
、
研

鑽
に

励
み

、
良

心
と

責
任

を
も

っ
て

使
命

の
達

成
に

努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  
２

 議
員
は
、
政
治
倫
理
に
反
す
る

事
実

が
あ

る
と

の
疑

惑
を

持
た

れ

た
と

き
、

そ
の

疑
惑

を
解

明
し

、

責
任

を
明

ら
か

に
す

る
よ

う
努

め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

第
2
条

 
議
員
の
責
務

 
議

員
は

、
二

元
代

表
制

の
一

翼

を
担

う
町

民
全

体
の

奉
仕

者
と

し
て

、
自

ら
の

役
割

と
責

任
を

深
く

自
覚

し
、

そ
の

使
命

の
達

成
に

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

  
２

 議
員

は
、
政

治
倫

理
に
反

す

る
事

実
が

あ
る

と
の

疑
惑

を
持

た
れ

た
と

き
は

、
そ

の
疑

惑
を

解
明

し
、

責
任

を
明

ら
か

に
す

る
よ

う
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

  

議
員

は
、

選
挙

で
選

ば
れ

た
市

民
の

代
表

と
し

て
そ

の
地

位
に

あ
り

、
大

い
な

る
使

命
と

重
き

任
務

と
、

よ
り

高
き

倫
理

的
義

務
を

負
荷

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

深
く

自
覚

し
、

法
令

を
遵

守
し

て
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
議
員
及
び
町
民
の
責
務
）

 
議
員
は
、
町
民
全
体
の
代
表
者
と
し
て
、
法

を
遵

守
し

、
町

政
に

か
か

わ
る

自
ら

の
役

割
と

責
務

を
自

覚
す

る
と

と
も

に
自

ら
研

鑽
を

積
み

、
良

心
及

び
責

任
を

も
っ

て
政

治
活
動
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  
２

.議
員

は
、

政
治

倫
理

に
反

す
る

事
実

が

あ
る

と
の

疑
惑

を
持

た
れ

た
と

き
は

、
自

ら
潔

い
態

度
を

も
っ

て
疑

惑
の

解
明

に
当

た
る

と
と

も
に

、
そ

の
責

任
を

明
ら

か
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  
３
．
町
民
は
、
主
権
者
と
し
て
自
ら
も
町
政

を
担

い
、

公
共

の
利

益
を

実
現

す
る

自
覚

を
も
ち
、
議
員
に
対
し
、
そ
の
地
位
に
よ
る

影
響

力
を

不
正

に
行

使
さ

せ
る

よ
う

な
働

き
か
け
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 

議
員
は
、
市
民
全
体
の
代
表
者
と
し
て
、

市
政

に
携

わ
る

権
能

及
び

責
務

を
深

く

自
覚

し
、

 地
方

自
治

の
本

旨
に

従
っ

て
、

そ
の

使
命

の
達

成
に

努
め

な
け

れ

ば
な
ら
な
い
。

 

町
民

の
責
務

 

第
3
条
 

町
民
の
責
務
 

町
民
は
、
主
権
者
と
し
て
自
ら
も

町
政
を
担
い
、
公
共
の
利
益
を
実

現
す
る
自
覚
を
も
ち
、
議
員
に
対

し
、
そ
の
地
位
に
よ
る
影
響
力
を

不
正
に
行
使
さ
せ
る
よ
う
な
働
き

か
け
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 

 

市
民
は
、
議
員
の
活
動
、
政
治
姿
勢
に
注
目

し
、
必
要
に
応
じ
、
議
員
に
説
明
責
任
を
果
た

す
こ
と
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

  
2.
市
民
は
、
議
員
に
対
し
、
政
治
倫
理
基
準
に

反
す
る
よ
う
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
は
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
。

 

 

政
治
倫
理
基
準

 

第
4
条
 

政
治
倫
理
基
準

 
議

員
は

、
次

に
掲

げ
る

政
治

倫
理

基
準

を
遵

守
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

 
(１

) 
町

民
全

体
の

奉
仕

者
と

し

て
、
法
令
を
遵
守
し
、
議
会
・
議
員

の
品

位
・

名
誉

を
損

な
う

行
為

を

慎
み

、
常

に
人

格
と

倫
理

の
向

上

に
努

め
、

不
正

の
疑

惑
を

持
た

れ

第
3
条

 
政
治
倫
理
基
準

 
議

員
は

、
次

に
掲

げ
る

政
治

倫

理
基

準
を

遵
守

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

  
（

１
）

二
元

代
表

制
の

一
翼

を

担
う

町
民

全
体

の
奉

仕
者

と
し

て
、
法
令

を
遵
守

し
、
議

会
及

び

議
員

の
品

位
及

び
名

誉
を

損
な

う
行

為
を

慎
み

、
不

正
の

疑
惑

議
員

は
、

政
治

資
金

規
正

法
(昭

和
23

 年
法

律

第
 1

94
 号

)、
公

職
選

挙
法

(昭
和

 2
5 

年
法

 律
第

10
0 

号
)、

公
職
に

あ
る
者

等
の
あ
っ

せ
ん

行

為
に

よ
る

利
得

等
の

処
罰

に
関

す
る

法
律

(平
成

 
12

 年
法

律
第

 1
30

 号
)等

の
公

職
に

あ
る

者

に
対

し
て

適
用

さ
れ

る
法

律
そ

の
他

関
係

法
令

の
ほ

か
、

次
に

掲
げ

る
政

治
倫

理
基

準
を

遵
守

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 (

1)
 市

民
全

体
の

代
表

者
と

し
て

、
そ

の
品

位

議
員

は
、

次
に

掲
げ

る
政

治
倫

理
基

準
を

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  
(1

) 
町
民
全
体
の
代
表
者
と
し
て
、
そ
の
品

位
及

び
名

誉
を

損
な

う
よ

う
な

行
為

を
慎

み
、

そ
の

職
務

に
関

し
不

正
の

疑
惑

を
持

た
れ

る
お

そ
れ

の
あ

る
行

為
を

し
な

い
こ

と
。

  
(2

) 
町
民
全
体
の
代
表
者
と
し
て
、
常
に
人

格
と

倫
理

の
向

上
に

努
め

、
そ

の
地

位
を

議
員

は
、

次
に

掲
げ

る
政

治
倫

理
基

準

を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  
 ⑴

 市
民

全
体

の
奉

仕
者

と
し

て
、

そ

の
品

位
と

名
誉

を
損

な
う

一
切

の
行

為

を
慎
み
、
そ
の
職

 務
に
関
し
、
不
正
の

疑
惑

を
持

た
れ

る
お

そ
れ

の
あ

る
行

為

を
し
な
い
こ
と
。

  
⑵

 市
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
常
に

人
格

と
倫

理
の

向
上

に
努

め
、

そ
の

地

7



る
お

そ
れ

の
あ

る
金

品
の

授
受

そ

の
他
の
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

  
 (２

) 
福

島
町

職
員

の
職

務
執

行

を
妨

げ
る

よ
う

な
不

正
な

働
き

掛

け
を
し
な
い
こ
と
。

  
(３

) 
福

島
町

が
資

本
金

、
助

成

金
、

補
助

金
そ

の
他

こ
れ

ら
に

準

じ
る

も
の

を
出

資
し

て
い

る
法

人

等
、
福

島
町

が
行

う
許

可
・

請
負

そ
の

他
の

契
約

等
に

関
し

、
特

定

の
者

の
た

め
に

不
正

な
取

扱
い

を

す
る

よ
う

働
き

掛
け

を
し

な
い

こ

と
。

  
 (４

) 
福
島
町
の
職
員
の
採
用
、
昇

任
等

の
人

事
に

関
し

、
不

正
な

働

き
掛
け
を
し
な
い
こ
と
。

 
 

を
持

た
れ

る
お

そ
れ

の
あ

る
金

品
の

授
受

そ
の

他
の

行
為

を
し

な
い
こ
と
。

  
(２

) 
福

島
町

職
員

の
職

務
執

行
を

妨
げ

る
よ

う
な

不
正

な
働

き
掛
け
を
し
な
い
こ
と
。

  
(３

) 
福

島
町

が
資
本

金
、
助

成

金
、

補
助

金
そ

の
他

こ
れ

ら
に

準
じ

る
も

の
を

出
資

し
て

い
る

法
人

等
若

し
く

は
福

島
町

が
行

う
許

可
又

は
請

負
そ

の
他

の
契

約
等

に
関

し
、

特
定

の
者

の
た

め
に

有
利

な
取

扱
い

又
は

不
利

な
取

扱
い

を
す

る
よ

う
働

き
掛

け
を
し
な
い
こ
と
。

  
(４

) 
福
島
町
の
職
員
の
採
用
、

昇
任

等
の

人
事

に
関

し
、

不
正

な
働
き
掛
け
を
し
な
い
こ
と
。

  
 

及
び

名
誉

を
損

な
う

よ
う

な
行

為
を

慎
み

、
そ

の
 職

務
に

関
し

不
正

の
疑

惑
を

持
た

れ
る

お

そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

 
 (

2)
 市

民
全

体
の

代
表

者
と

し
て

、
常

に
人

格

と
倫

理
の

向
上

に
努

め
、

そ
の

地
位

を
利

用
し

て
 い

か
な
る
金
品
も
授
受
し
な
い
こ
と
。

 
 (

3)
 政

治
活

動
に
関

し
て
、
政
治

的
、
道

義
的

批

判
を

受
け

る
お

そ
れ

の
あ

る
寄

附
を

受
け

な
 

い
こ

と
。

 
 (

4)
 市

(市
が

資
本
金

、
出
資

金
そ
の
他

こ
れ

ら

に
準

ず
る

も
の

を
出

資
し

て
い

る
法

人
を

含

む
。

)が
行

う
工

事
の

請
負

契
約

、
業

務
の

委
託

契
約

、
物
品
の
購
入
契
約

、
指
定
管
理
者
の
指
定

に
関

し
て

特
定

の
業

者
の

た
め

に
推

薦
、

紹
介

そ
の

他
の

有
利

な
取

り
計

ら
い

を
し

な
い

こ

と
。

  
(5

) 
市

の
職

員
(臨

時
職

員
等

を
含

む
。

)の
公

正

な
職
務
の
執
行
を
妨
げ
、

 
そ

の
権

限
及

び
地

位
に

よ
る

影
響

力
を

不
正

に

行
使
す
る
よ
う
働
き
か
け
な
い
こ
と
。

 
 (

6)
 市

の
職
員
の
採
用
・
昇

任
に

関
し
て

、
不
当

に
関
与
し
な
い
こ
と
。

 
 (

7)
 市

か
ら

補
助

金
、

交
付

金
等

を
受

け
て

い

る
営

利
を

目
的

と
す

る
法

人
そ

の
他

の
団

体
の

代
 表

に
就
任
し
な
い
こ
と
。

  
(8

) 
本

会
議

開
会

時
の

葬
儀

・
告

別
式

の
出

席

は
、
親
族
を
除

き
極
力
避
け
る
こ
と
。

 
 (

9)
 新

盆
及

び
新

彼
岸

等
に

お
け

る
金

品
の

提

供
は
行
わ
な
い
こ
と
。

  
(1

0)
 本

会
議

の
欠

席
、

早
退

届
は

そ
の

理
由

を

明
記
す
る
こ
と
。

 

利
用

し
て

い
か

な
る

金
品

も
授

受
し

な
い

こ
と
。

  
(3

) 
政
治
活
動
に
関
し
て
、
法
人
そ
の
他
の

団
体

か
ら

、
政

治
的

又
は

道
義

的
批

判
を

受
け

る
お

そ
れ

の
あ

る
寄

附
を

受
け

な
い

も
の

と
し

、
議

員
の

後
援

団
体

に
つ

い
て

も
同

様
に

取
り

扱
わ

せ
る

よ
う

措
置

す
る

こ
と
。

  
(4

) 
議

員
が

行
う

寄
附

及
び

あ
い

さ
つ

状

の
頒
布
に
つ
い
て
公
職
選
挙
法
（
昭
和

25
年
法
律
第

10
0
号
）
の
規
定
を
遵
守
す
る

こ
と
。

  
(5

) 
町
又
は
町
が
資
本
金
、
出
資
金
そ
の
他

こ
れ

ら
に

準
ず

る
も

の
を

出
資

し
て

い
る

法
人
（
以
下
「
町
等
」
と
い
う
。）

が
行
う

工
事

の
請

負
契

約
、

業
務

の
委

託
契

約
又

は
物

品
の

購
入

契
約

（
以

下
「

請
負

契
約

等
」
と
い
う
。
）
に
関
し
て
特
定
の
業
者
の

た
め

に
推

薦
、

紹
介

そ
の

他
の

有
利

な
取

り
計
ら
い
を
し
な
い
こ
と
。

  
(6

) 
町
の
職
員
（
臨
時
職
員
等
を
含
む
。
次

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
公
正
な
職
務
の
執

行
を

妨
げ

、
そ

の
権

限
及

び
地

位
に

よ
る

影
響

力
を

不
正

に
行

使
す

る
よ

う
働

き
か

け
な
い
こ
と
。

  
(7

) 
町
の
職
員
の
採
用
、
昇
任
又
は
人
事
異

動
に
関
し
て
、
不
当
に
関
与
し
な
い
こ
と
。 

位
を

利
用

し
て

い
か

な
る

金
品

も
授

受

し
な
い
こ
と
。

  
⑶

 政
治
活
動
に
関
し
、
企
業
及
び
団
体

か
ら

政
治

的
・

道
義

的
批

判
を

受
け

る

お
そ

れ
の

あ
る

寄
附

を
受

け
な

い
こ

と
。

  
⑷

 市
が
行
う
許
可
、
認
可
、
請
負
そ
の

他
の
契
約
に
関
し
、
個
人
、
特
定
の
企
業

若
し

く
は

団
体

の
た

め
に

有
利

な
取

り

計
ら
い
を
し
な
い
こ
と
。

  
⑸

 市
職

員
の

公
正

な
職

務
執

行
を

妨

げ
、
当
該
職
員
の
権
限
若
、
地
位
に
よ
る

影
響

を
不

正
に

利
用

す
る

よ
う

働
き

か

け
な
い
こ
と
。

  
⑹

 市
職
員
の
採
用
、
昇
格
、
人
事
異
動

に
関

し
て

、
議

員
の

地
位

に
よ

る
影

響

力
を
行
使
し
な
い
こ
と
。

  
⑺

 市
か
ら
活
動
、
運
営
に
対
す
る
補
助

金
、
交
付
金
・
助
成
金
の
交
付
、
使
用
料

等
の

減
免

そ
の

他
の

優
遇

措
置

を
受

け

て
い
る
団
体
の
役
員
（
会
長
、
副
会
長
、

理
事
長
、
副
理
事
長
、
理
事
、
監
事
、
会

計
、
事
務
局
長
、
顧
問
、
相
談
役
、
こ
れ

ら
に
準
ず
る
者
を
い
う
。
た
だ

 し
、
議

会
推
薦
に
よ
る
就
任
を
除
く
。
）
に
就
任

し
な
い
こ
と
。

 

請
負
契
約
等
の

 
遵

守
事

項
 

 
 

 
議
員
、
そ
の
配
偶
者

、
２
親
等
以
内
の
親
族

は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和

22
年
法
律
第

 
67

号
）
第

92
条
の
２
の
規
定
の
趣
旨
を

尊
重

し
、

町
と

の
請

負
契

約
等

に
関

す
る

契
約

を
辞

退
す

る
よ

う
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な
い
。

  
２

.前
項

の
規

定
は

、
議

員
が

実
質

的
に

経

営
に

携
わ

る
企

業
（

町
の

出
資

法
人

は
除

く
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

  
３

.前
項

に
規

定
す

る
議

員
が

実
質

的
に

経

営
に

携
わ

る
企

業
と

は
、

次
の

各
号

の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
企
業
等
を
い
う
。

  
(1

) 
議

員
が

資
本

金
そ

の
他

こ
れ

に
準

ず

る
も

の
の

３
分

の
１

を
超

え
る

出
資

を
し

て
い
る
企
業
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(2
) 
法

人
の

業
務

の
執

行
又

は
監

督
を

行

う
権

能
を

有
す

る
者

と
し

て
議

員
に

報
酬

を
支
払
っ
て
い
る
企
業

  
(3

) 
議
員
が
顧
問
、
相
談
役
等
に
就
任
す
る

等
そ
の
経
営
方
針
に
関
与
し
て
い
る
企
業

 

審
査
の
請
求

 

第
5
条
 

審
査
の
請
求
 

町
民

、
議

員
は

、
議

員
が

政
治

倫

理
基

準
に

違
反

す
る

行
為

を
し

た

疑
い

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
と

き
、

こ
れ

を
証

す
る

資
料

を
添

え

て
、
町

民
に

あ
っ

て
は

選
挙

権
を

有
す
る
者
の
総
数
 の

5
0 

分
の

1 

以
上
の
者
の
連
署
、
議
員
に
あ
っ

て
は

3
分
の
１
以
上
の
連
署
を
も

っ
て

、
議

長
に

対
し

政
治

倫
理

基

準
に

違
反

す
る

行
為

の
存

否
の

審

査
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
市

民
又

は
議

員
は

、
議

員
が

政
治

倫
理

基
準

に

違
反

す
る

行
為

を
し

た
疑

い
が

あ
る

と
認

め
 

ら
れ

る
と

き
は

、
こ

れ
を

証
す

る
資

料
を

添
え

て
、

市
民

に
あ

っ
て

は
選

挙
権

を
有

す
る

者
の

総
数

 の
10

0 
分

の
1 

以
上
の
者
の
連
署
、
議

員
に
あ
っ
て
は

5 
人
以
上
の
者
の
連
署
を
も
っ

て
、

そ
の

代
表

者
は

議
長

に
対

し
政

治
倫

理
基

準
に

違
反

す
る

行
為

の
存

否
の

審
査

を
請

求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

 

町
民
、
議
員
は
、
議
員
が
政
治
倫
理
基
準
に

違
反

す
る

行
為

を
し

た
疑

い
が

あ
る

と
き

は
、
こ
れ
を
証
す
る
資
料
を
添
え
て
、
町
民

に
あ
っ
て
は
地
方
自
治
法
第

74
条
第
５
項

に
規

定
す

る
選

挙
権

を
有

す
る

者
の

総
数

の
50

分
の
１
以
上
の
者
の
連
署
、
議
員
に

あ
っ

て
は

議
員

定
数

の
３

分
の

１
以

上
の

連
署

を
も

っ
て

、
議

長
に

対
し

政
治

倫
理

基
準

に
違

反
す

る
行

為
の

存
否

の
審

査
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

  
２

.議
長

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
る

審
査

請

求
を

受
理

し
た

と
き

は
、

桑
折

町
長

等
政

治
倫
理
条
例
（
平
成

21
年
桑
折
町
条
例
第

28
号
）
第
７
条
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
さ

れ
る

政
治

倫
理

審
査

会
に

よ
る

審
査

を
求

め
る

た
め

、
審

査
請

求
書

及
び

添
付

資
料

の
写

し
を

町
長

に
直

ち
に

送
付

し
な

け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

（
審
査
請
求
の
手
続
）

 
議

員
が

、
政

治
倫

理
基

準
に

違
反

す
る

疑
い

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
と

き
は

、

議
員

３
人

以
上

の
連

署
を

も
っ

て
、

そ

の
代

表
者

か
ら

、
当

該
議

員
が

政
治

倫

理
基
準
違
反
の
疑
い
が
あ
る

 
こ

と
を

証
す

る
書

面
を

添
え

て
、

門
真

市
議

会
議

長
に

対
し

、
審

査
請

求
を

す

る
こ
と
が
で
き
る
。

 

検
査
・
審
査

 

 
第

4
条

 
調
査
・
審
査

 
議

長
は

、
議

員
の

政
治

倫
理

基

準
の

遵
守

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

、
調

査
及

び
審

査
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、

こ
れ

を
議

会
運

営
委

員
会

に
諮

る
。

 

 
 

 

審
査
会
の
設
置

 

第
６
条
 

審
査
会
の
設
置
 

議
長
は
、
前
条
に
規
定
す
る
調
査

の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
、
福
島
町

議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会
(以

下
「
審
査
会
」
)を

設
置
す
る
。
 

２
 

審
査
会
の
委
員
は
、
「
被
請

求
議
員
」
、
「
調
査
請
求
議

員
」
、
「
議
長
」
を
除
い
た
全
議

員
で
構
成
し
、
議
長
が
任
命
す

る
。
 

３
 

審
査
会
に
、
委
員
の
互
選
に

よ
り
委
員
長
・
副
委
員
長
を
置

く
。
 

４
 

委
員
は
、
公
正
・
適
正
に
職

務
を
遂
行
す
る
。
 

 
議

長
は

、
前

条
の

規
定

に
よ

る
審

査
の

請
求

が

あ
っ

た
と

き
は

、
み

ど
り

市
政

治
倫

理
審

査
会

を
設

置
し

、
当

該
審

査
を

付
託

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

  
2.
審
査
会
の
委
員
は
、

8 
人

以
内

と
し
、
議

員
の

中
か
ら
議
長
が
委
嘱
す
る
。

  
3.
委

員
の

任
期

は
、
付

託
さ
れ

た
審
査
の

結
果

を

議
長
に
報
告
し
た
日
ま
で
と
す
る
。

  
4.
委

員
は

、
職

務
上
知

り
得
た

秘
密
を
漏

ら
し

て

は
な

ら
な
い

。
そ
の

職
を

退
い

た
後
も
、
同

様
と

す
る

。
 

5．
委

員
で
あ

る
議
員

は
、
自

ら
が
審
査

の
対

象

と
な
っ
た
と
き
は
、
解
嘱
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

 
議
長
は
、
審
査
請
求
を
受
け
た
と
き
は
、

議
会

運
営

委
員

会
に

審
査

請
求

の
適

否

を
諮
り
、
そ
の
結
果
、
審
査

 請
求
が
適

当
と

認
め

ら
れ

た
と

き
は

、
門

真
市

議

会
議

員
政

治
倫

理
審

査
会

を
設

置
す

る
。

  
２

.審
査

会
の

委
員

定
数

は
、

６
人

以
内

と
し
、
議
員
（
審
査
請
求
の
対
象
と
な
っ

た
議

員
、

審
査

請
求

を
し

た
議

員
を

除

く
）
の
中
か
ら
議
長
が
議
会

 運
営
委
員

会
に
諮
っ
て
選
任
す
る
。

  
３

.委
員

の
任

期
は

、
当

該
審

査
が

終
了

す
る
時
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
議
員
の

資
格

を
失

っ
た

と
き

は
、

そ
の

任
期

を

終
了
す
る
。
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５
 

委
員

の
任

期
は

、
審

査
の

終

了
ま
で
と
す
る
。
 

４
.審

査
会

の
委

員
は

、
職

務
上

知
り

得

た
秘

密
を

漏
ら

し
て

は
な

ら
な

い
。

そ

の
職
を
退
い
た
後
も
同
様
と
す
る
。

 

審
査

会
の

 
職
務
・
権
限

 

第
７
条
 

審
査
会
の
職
務
・
権
限

審
査
会
は
、
調
査
請
求
の
適
否
、

第
4条

に
規
定
す
る
政
治
倫
理
基

準
違
反
の
存
否
を
審
査
す
る
。
 

２
 

審
査
会
は
、
半
数
以
上
の
委

員
の
出
席
で
成
立
す
る
。
 

３
 

審
査
会
の
議
事
は
、
出
席
委

員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数

の
と
き
は
、
委
員
長
の
決
す
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。
 

４
 

審
査
会
は
、
被
請
求
議
員
・

関
係
者
に
対
し
、
資
料
請
求
・
事

情
聴
取
等
、
必
要
な
調
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
 

５
 

審
査
会
は
、
被
請
求
議
員
か

ら
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
き
、
弁

明
の
機
会
を
保
障
す
る
。
 

６
 

審
査
会
は
、
原
則
公
開
と
す

る
が
、
出
席
委
員
の
過
半
数
の
同

意
に
よ
り
、
非
公
開
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

７
 

委
員
は
、
職
務
上
知
り
得
た

秘
密
を
口
外
し
て
は
な
ら
な
い
。

職
を
退
い
た
後
も
同
様
と
す
る
。

 

 
審

査
会

は
、
付

託
さ

れ
た

審
査

を
行
う
た

め
、
当

該
審

査
の

対
象

と
な

っ
て

い
る

議
員

及
び

関
係

者
に

対
し
、
資

料
請

求
、
事
情

聴
取
等
必

要
な

調

査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

  
2.
審

査
会

は
、
対

象
議

員
に
弁

明
の
機
会

を
与

え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  
3.
審

査
会

は
、
審

査
に

当
た
り

、
市

民
、
学

識
経

験
者

等
か

ら
の

意
見

を
求

め
る

こ
と

が
で

き

る
。

  
4.
審

査
会

は
、

対
象

議
員

又
は

関
係

者
が

第
 1

 
項

の
規

定
に

よ
る

調
査

に
協

力
せ

ず
、

又
は

虚

偽
の

内
容

を
報

告
し

た
と

き
は

、
そ

の
旨

を
議

長
に

報
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

こ
の

場
合

に
お
い
て
、

 議
長
は
そ
の
旨
を
公
表
す
る
等
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

  
5.
審
査
会
の
会
議
は
、
公
開
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
や
む
を
得
ず
非
公
開
と
す
る
と
き
は
、 

出
席
委
員
の

3 
分

の
2
以
上
の
同
意
を
必
要
と

す
る

。
 

 
（
政
治
倫
理
基
準
違
反
の
審
査
等
）

 
議
長
は
、
審
査
会
を
設
置
し
た
と
き
は
、

速
や

か
に

政
治

倫
理

基
準

違
反

の
行

為

の
存

否
の

審
査

を
審

査
会

に
付

す
る

も

の
と
す
る
。

  
２

 審
査
会
は
、
前
項
の
審
査
を
行
う
た

め
、
資
料
の
請
求
、
事
情
聴
取
等
必
要
な

調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

 

対
象
議
員
の
義
務

 

第
８
条
 

対
象
議
員
の
義
務
 

議
員

は
、

前
条

の
規

定
に

よ
る

求

め
が

あ
っ

た
と

き
、

必
要

な
資

料

の
提

出
や

審
査
会

に
出

席
し

、
意

見
を

述
べ

、
説

明
を

し
な

け
れ

ば

な
ら
な
い
。

 

 
対

象
議

員
及

び
関
係

者
は

、
審

査
会
か
ら

、
資

料

の
提

供
や

審
査

会
へ

の
出

席
を

求
め

ら
れ

た
と

き
は
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  
2.
対

象
議

員
及

び
関

係
者

は
、

審
査

会
に

お
い

て
、

口
頭

又
は

文
書

に
よ

り
意

見
を

述
べ

る
こ

と
が
で
き
る
。

 

議
員

は
、

町
倫

理
条

例
第

８
条

の
規

定
に

よ
る

求
め

が
あ

っ
た

と
き

は
、

資
産

に
関

す
る

資
料

そ
の

他
必

要
な

資
料

の
提

出
や

審
査
会
に
出
席
し
、
意
見
を
述
べ
、
説
明
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

審
査

対
象

議
員

は
、

審
査

会
の

要
求

が

あ
る

と
き

は
、

審
査

に
必

要
な

資
料

を

提
出

し
、

審
査

会
の

会
議

に
出

席
し

て

意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
（
釈
明
の
機
会
の
保
障
）

 
審

査
会

は
、

審
査

対
象

議
員

か
ら

審
査

会
に

お
い

て
釈

明
し

た
い

旨
を

求
め

ら

れ
た

と
き

は
、

そ
の

機
会

を
保

障
し

な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

審
査
結
果
の
報
告

 

第
９
条
 

審
査
結
果
の
報
告
 

議
長

は
、

審
査
会

に
お

け
る

審
査

(
調

査
)結

果
を

全
員

協
議

会
に

お

い
て

報
告

す
る

と
と

も
に

、
そ

の

要
旨

を
速

や
か

に
公

表
し

、
そ

の

内
容

を
請

求
し

た
町

民
の

代
表

者
、

議
員

の
代

表
者

に
通

知
し

な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
  

２
.
前

項
の

規
定

に
よ

る
審

査
(調

 
審

査
会

は
、

議
長

が
審

査
請

求
を

受
け

た
日

か

ら
90

日
以
内
に
、
付
託
さ
れ
た
審
査
を
終
え
、

議
長

に
対

し
て

そ
の

審
査

結
果

を
文

書
で

報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  
2.
議

長
は

、
前

項
の
規

定
に
よ

る
報
告
を

受
け

た

日
か

ら
7

日
以
内
に
、
当
該
報
告
に
係
る
文
書

の
写

し
を

審
査

請
求

を
し

た
者

の
代

表
者

、
対

象
議

員
に

送
付

す
る

と
と

も
に

、
当

該
報

告
の

概
要

を
市

民
に

公
表

す
る

も
の

と
す

る
。

 3
.対

議
長

は
、

町
倫

理
条

例
第

９
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
町

長
か

ら
審

査
報

告
書

の
写

し
の

送
付

を
受

け
た

と
き

、
そ

の
審

査
結

果
を

全
員

協
議

会
に

お
い

て
報

告
す

る
と

と
も
に
、
そ
の
要
旨
を
速
や
か
に
公
表
し
、

そ
の

内
容

を
前

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

請
求

を
し

た
町

民
の

代
表

者
、

議
員

の
代

表
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  
２

.前
項

の
規

定
に

よ
る

審
査

報
告

書
の

写

審
査
会
は
、
審
査
を
終
え
た
と
き
は
、
議

長
に

対
し

て
そ

の
結

果
を

報
告

し
な

け

れ
ば
な
ら
な
い
。

  
２

.議
長

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
る

報
告

を
受

け
た

と
き

は
、

速
や

か
に

当
該

報

告
に

係
る

文
書

の
写

し
を

審
査

請
求

を

し
た

議
員

、
審

査
対

象
議

員
に

通
知

す

る
と

と
も

に
、

そ
の

概
要

を
公

表
し

な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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査
)報

告
書
の
写
し
は
、
議
長
に
お

い
て

審
査

報
告

書
の

送
付

を
受

け

た
日

か
ら

起
算

し
て

５
年

を
経

過

す
る

日
ま

で
保

存
し

な
け

れ
ば

な

ら
な
い
。
  

３
．

何
人

も
議

長
に

対
し

、
前

項

の
規

定
に

よ
り

保
存

さ
れ

て
い

る

審
査

(調
査

)報
告

書
の

写
し

の
閲

覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

象
議

員
は

、
前

項
の

文
書

の
写

し
を

受
け

取
っ

た
日
か
ら

14
日

以
内

に
限
り

、
弁
明
書

を
議

長

に
提

出
す
る

こ
と
が

で
き
る

。
な

お
、
弁

明
書

の

提
出

が
あ

っ
た

と
き

は
、

弁
明

書
を

公
表

す
る

も
の
と
す
る
。

 

し
は

、
議

長
に

お
い

て
審

査
報

告
書

の
送

付
を

受
け

た
日

か
ら

起
算

し
て

５
年

を
経

過
す

る
日

ま
で

保
存

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

  
３
．
何
人
も
議
長
に
対
し
、
前
項
の
規
定
に

よ
り

保
存

さ
れ

て
い

る
審

査
報

告
書

の
写

し
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

審
査
結
果
の
措
置

 

第
１
０
条
 

審
査
結
果
の
措
置
 

議
員

は
、

自
己

に
関

す
る

審
査

報

告
書

に
お

い
て

、
そ

の
行

為
が

政

治
倫

理
基

準
等

に
違

反
し

て
い

る

旨
の

指
摘

が
な

さ
れ

た
と

き
、

こ

れ
を

尊
重

し
て

政
治

倫
理

確
立

の

た
め

に
必

要
と

認
め

ら
れ

る
措

置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
  

２
.議

会
は
、
前
項
の
議
員
が
同
項

の
措

置
を

自
ら

講
じ

な
い

と
き

、

議
会

の
名

誉
と

品
位

を
守

り
、

町

民
の

信
頼

を
回

復
す

る
た

め
に

必

要
と

認
め

ら
れ

る
措

置
を

講
ず

る

こ
と
が
で
き
る
。

 

 
議

会
は

、
審

査
会

か
ら

報
告

を
受

け
た

事
項

を

尊
重

し
、

対
象

議
員

が
政

治
倫

理
基

準
に

違
反

し
た

と
認

め
ら

れ
る

と
き

は
、

議
会

の
名

誉
と

品
位
を
守
り
、
市
民
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
、 

各
種

委
員
の

辞
退
、
議

会
役
職

の
辞
退
、
議

員
辞

職
等

の
勧

告
そ

の
他

の
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

も
の
と
す
る
。

 

議
員

は
、

自
己

に
関

す
る

審
査

報
告

書
に

お
い

て
、

そ
の

行
為

が
政

治
倫

理
基

準
等

に
違

反
し

て
い

る
旨

の
指

摘
が

な
さ

れ
た

と
き

は
、

こ
れ

を
尊

重
し

て
政

治
倫

理
確

立
の

た
め

に
必

要
と

認
め

ら
れ

る
措

置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  
２

.桑
折

町
議

会
は

、
前

項
の

議
員

が
同

項

の
措

置
を

自
ら

講
じ

な
い

と
き

又
は

議
会

の
名

誉
と

品
位

を
守

り
、

町
民

の
信

頼
を

回
復

す
る

た
め

に
必

要
と

認
め

ら
れ

る
と

き
は

、
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
で

き
る
。

 

議
長

は
、

審
査

会
か

ら
報

告
を

受
け

た

事
項

を
尊

重
し

、
政

治
倫

理
基

準
に

違

反
し

た
と

認
め

ら
れ

る
議

員
に

対
し

て
、
議
会
の
名
誉
と
品
位
を
守
り
、
市
民

の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
、

 議
会
運
営

委
員

会
に

諮
り

、
次

に
掲

げ
る

措
置

を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

  
(1

) 
議
員
の
辞
職
勧
告
を
行
う
こ
と
。

  
(2

) 
こ

の
条

例
の

規
定

を
遵

守
さ

せ
る

た
め
警
告
を
発
す
る
こ
と
。

 
(3

)議
長
が
必
要
と
認
め
る
措
置

 

職
務
関
連
犯
罪
に

関
す
る
説
明
会

 

 
 

 
1.
職

務
関

連
犯

罪
容

疑
に

よ
る

逮
捕

後
の

説
明
会

 
2.

 職
務

関
連

犯
罪

容
疑

に
よ

る
起

訴
後

の
説
明
会

 
3.

 職
務

関
連

犯
罪

に
よ

る
第

一
審

有
罪

判
決
後
の
説
明
会

 
4.

 職
務

関
連

犯
罪

に
よ

る
有

罪
確

定
後

の
措
置

 

 

報
告
の
要
求

 

 
第

５
条

 
報
告
の
要
求

 
議

長
は

、
こ

の
条

例
の

趣
旨

に

基
づ

き
、

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は
、
町
長

に
対
し
「
町

政

へ
の

働
き

か
け

の
取

り
扱

い
に

関
す

る
要

綱
」

に
規

定
す

る
記

録
票

等
の

提
出

を
求

め
る

こ
と

が
で
き
る
。

 

 
 

 

準
 
用

 

 
 

 
 

こ
の

条
例

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

審

査
会

の
運

営
に

関
し

必
要

な
事

項
は

、

門
真

市
議

会
会

議
規

則
及

び
門

真
市

議

会
委
員
会
条
例
を
準
用
す
る
。
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委
 
任

 
 

第
６

条
 
委

任
 

こ
の

条
例

の
施

行
に

関
し

必
要

な
事
項
は
、
議
長
が
定
め
る
。

 

こ
の

条
例

の
施

行
に

関
し

必
要

な
事

項
は

、
議

長
が
別
に
定
め
る
。

 
こ

の
条

例
の

施
行

に
関

し
必

要
な

事
項

は
、
議
長
が
別
に
定
め
る
。

 
こ

の
条

例
の

施
行

に
関

し
必

要
な

事
項

は
、
議
長
が
別
に
定
め
る
。

 

議
長
職
務
の
代
行

 

第
１
１
条
 

議
長
職
務
の
代
行
 

議
長

が
審

査
の

対
象

と
な

っ
た

と

き
は

副
議

長
が

、
議

長
・

副
議

長

が
と

も
に

審
査

の
対

象
と

な
っ

た

と
き

は
年

長
の

議
員

が
、

こ
の

条

例
に

規
定

す
る

議
長

の
職

務
を

行

う
。

 

 
議

長
が

審
査

の
対

象
に

な
っ

た
と

き
は

副
議

長

が
、
議
長
及
び
副
議
長
が
と
も
に
審
査
の

 対
象

に
な

っ
た

と
き

は
年

長
の

議
員

が
、

こ
の

条
例

に
規
定
す
る
議
長
の
職
務
を
行
う
。

 

議
長

が
審

査
の

対
象

と
な

っ
た

と
き

は
副

議
長

が
、

議
長

及
び

副
議

長
が

と
も

に
審

査
の

対
象

と
な

っ
た

と
き

は
年

長
の

議
員

が
、

こ
の

条
例

に
規

定
す

る
議

長
の

職
務

を
行
う
。

 

 

附
則

 
平
成

31
年

4
月

1
日
か
ら
施
行

す
る
。

 
平

成
20

年
7
月

1
日

か
ら

施

行
す

る
。

 
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
平
成

25
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
平
成

26
年
６
月

23
日
門
真
市
条
例
第

16
号
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発委第１３号関係 

 

福島町議会参画奨励条例の制定について 

 

 

１ 制定の理由について 

  当町においては、平成２１年４月１日から「福島町議会傍聴規則」を全部

改正し、「福島町議会への参画を奨励する規則」を施行し、住民参画型の議

会運営の仕組みづくりに努めてきたところです。 

  近年、地方議員の減少で定数割れや町村総会などの議論がメディアでも盛

んに取り上げられており、住民参画型の議会を目指す必要性が高まっていま

す。このため、「福島町議会への参画を奨励する規則」をベースとし、内容

を拡充した福島町議会参画奨励条例を制定するものです。 

 

 

２ 制定の内容について 

  「福島町議会への参画を奨励する規則」からの拡充部分として、次の事項

を新たに規定しています。 

（１）第３条（参画の奨励）に、従来の「待ち」の姿勢から、積極性を持っ

て「町民の自主的な参画を促し、積極的に参画者の意見等を聴く機会を設け

る」と規定し、現実的な議会運営に取り入れようとするものです。 

（２）第６条（参画の手続き）には、これまで受付簿への記載や入場券の規

定もありましたが、「参画の手続きは、特に要しない」こととし、気軽に参

画できる環境の醸成に努めようとするものです。 

※これまでの規則の推移を別紙「福島町議会参画奨励規則の条例化対比表」

に掲載しています。 

 

 

３ 施行期日について 

平成 31 年 4 月 1 日から施行します。 
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福
島

町
議

会
参

画
奨

励
規

則
の

条
例

化
対

比
表

 

傍
聴
規
則
(
平
成

1
6
年

6
月

2
4
日
施
行
)
 

現
行

(
平
成

2
1
年

4
月

1
日
施
行
) 

条
例
案
 

福
島
町
議
会
傍
聴
規
則
 

 

平
成

1
6
年

6
月

2
4
日

 
議

会
規

則
第

1
号
 

福
島

町
議

会
傍

聴
規

則
(昭

和
5
0
年

福
島

町
議

会
規

則

第
1
号

)の
全

部
を

次
の

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

 (
こ

の
規

則
の

目
的

) 

第
1
条
 
こ

の
規

則
は

、
地

方
自

治
法

(昭
和

22
年

法
律

第

6
7
号
)
第

1
3
0
条

第
3
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

傍
聴

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

               (
傍
聴

席
の

区
分

) 

第
2
条

 
傍
聴

席
は

、
一

般
席

及
び

報
道

関
係

者
席

に
分

け

る
。
 

  傍
聴

人
の

定
員

) 

第
3
条
 

一
般

席
の

定
員

は
30

人
と

し
、
う

ち
車

椅
子

用
の

傍
聴
を

2
人

分
と

す
る

。
 

 

福
島
町
議
会
へ
の
参
画
を
奨
励
す
る
規
則
 

 

福
島

町
議

会
傍

聴
規

則
（

平
成

1
6
年

6
月

24
日

議
会

規

則
第

１
号

）
の

全
部

を
改

正
す

る
。

 

  （
こ

の
規

則
の

目
的

) 

第
1
条
 

こ
の

規
則

は
、

地
方

自
治

法
(昭

和
22

年
法

律
第

6
7
号
)
第

1
3
0
条

第
3
項
の
規
定

及
び

、
福

島
町

議
会

基

本
条
例
（
以

下
「
基

本
条
例
」
と

い
う

。）
の
理

念
・
原

則

に
基

づ
き

、
傍

聴
に

関
し

必
要

な
事

項
を

定
め

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

 （
用

語
の

規
定

）
 

第
２

条
 
「

傍
聴
」
（
以
下
「
参

画
」
と
い

う
。
）
と
は

、
前

条
に

規
定

す
る

基
本

条
例

の
理

念
・

原
則

に
基

づ
き

、
会

議
に

お
い

て
そ

の
議

論
等

を
一

方
的

に
き

く
だ

け
で

は
な

く
、

議
長

の
許

可
を

受
け

て
討

議
に

参
加

す
る

こ
と

を
言

う
。

 

 （
参

画
の

奨
励

）
 

第
３

条
 

議
会

は
、

町
民

自
治

を
基

礎
と

す
る

町
民

の
代

表

機
関

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

町
民

参
加

の
大

事
な

場
と

し
て

と
ら

え
、

参
画

者
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

、
そ

の
意

見
等

を
聴

く
機

会
な

ど
を

設
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 (
参
画

席
の

区
分

) 

第
４

条
 

参
画

席
は

、
一

般
席

及
び

報
道

関
係

者
席

に
分

け

る
。

 

 (
参

画
者
の

定
員

) 

第
５
条
 

一
般

席
の

定
員

は
30

人
と

し
、
う
ち

車
椅
子

用
を

２
人

分
と

す
る

。
 

 

福
島
町
議
会
参
画
奨
励
条
例
 

     

（
条

例
の

目
的

) 

第
1
条

 
福

島
町

議
会

基
本

条
例
（

以
下
「

基
本

条
例

」）
の

理
念

・
原

則
に

基
づ

き
、

会
議

は
全

て
公

開
と

し
、

傍
聴

（
以

下
「

参
画

」）
に

関
し

必
要

な
事

項
を

定
め

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

  （
用

語
の

規
定

）
 

第
２

条
 
「

参
画

」
と

は
、
基

本
条

例
の

理
念
・
原

則
に

基
づ

き
、

会
議

に
お

い
て

そ
の

議
論

等
を

一
方

的
に

聴
く

だ
け

で
は

な
く

、
議

長
の

許
可

を
受

け
て

討
議

に
参

画
す

る
こ

と
を

言
う

。
 

  （
参

画
の

奨
励

）
 

第
３

条
 

議
会

は
、

町
民

自
治

を
基

礎
と

す
る

町
民

の
代

表

機
関

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

町
民

参
画

の
大

事
な

場
と

し
て

と
ら

え
、
町

民
の

自
主

的
な

参
画

を
促

し
、

積
極

的
に

参

画
者

の
意

見
等

を
聴

く
機

会
を

設
け

る
。

 

 (
参

画
席

の
区

分
) 

第
４

条
 

参
画

席
は

、
一

般
席
・
報

道
関

係
者

席
に

分
け

る
。 

  (
参

画
者

の
定

員
) 

第
５

条
 

一
般

席
の

定
員

は
30

人
と

し
、
う

ち
車

椅
子

用
を

２
人

分
と

す
る

。
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(
傍
聴

の
手
続

) 

第
4
条

 
会

議
を
傍

聴
し

よ
う

と
す

る
者

は
、

所
定

の
場

所

で
自

己
の

住
所

、
氏

名
及

び
年

齢
を

傍
聴

人
受

付
簿

に
記

入
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 (
傍
聴

券
) 

第
5
条

 
議

長
は

、
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、

前
条

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
傍

聴
券

を
交

付
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

2
 
傍

聴
券
は
、
会
議

当
日

所
定

の
場

所
で

先
着

順
に

よ
り

交

付
す

る
。

 

3
 
傍

聴
券

の
交

付
を

受
け

た
者

は
、
傍

聴
券

に
記

載
さ

れ
た

日
に

限
り

傍
聴
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

4
 
傍

聴
人
は

、
係

員
か

ら
要

求
を

受
け

た
と

き
は

、
傍

聴
券

を
提

示
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

5
 
傍

聴
券

の
交

付
を

受
け

た
者

は
、
傍

聴
を

終
え

退
場

し
よ

う
と
す
る

と
き
は

、
こ

れ
を

返
還

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。 

 (
議

場
へ

の
入

場
禁

止
) 

第
6
条
 

傍
聴
人

は
、

議
場

に
入

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

 (
傍
聴

席
に

入
る

こ
と

が
で

き
な

い
者

) 

第
7
条

 
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
者

は
、

傍
聴

席
に

入
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

 

(
1
) 

張
り
紙
、
ビ

ラ
、
掲

示
板

、
プ

ラ
カ

ー
ド

、
旗
、
の
ぼ

り
、

垂
れ

幕
の

類
を

携
帯

し
て

い
る

者
 

(
2
) 

は
ち
巻

、
腕

章
、
た

す
き

、
ゼ

ッ
ケ

ン
、
ヘ

ル
メ

ッ
ト

の
類

を
着

用
し

、
又

は
携

帯
し

て
い

る
者

 

(
3
) 

笛
、
ラ

ッ
パ

、
太

鼓
そ

の
他

の
楽

器
の

類
又

は
拡
声

器
、

ラ
ジ

オ
そ

の
他

の
音

響
装

置
の

類
を

携
帯

し
て

い
る

者
 

(
4
) 

酒
気

を
帯

び
て

い
る

と
認

め
ら

れ
る

者
 

(
5
)
 

そ
の

他
議

事
を

妨
害

す
る

こ
と

を
疑

う
に

足
り

る
顕

著
な

事
情

が
認

め
ら

れ
る

者
 

2
 

議
長
は

、
必
要

と
認

め
た

と
き

は
、
傍

聴
人

に
対

し
、
係

員
を

し
て

、
前

項
第

1
号

か
ら

第
3
号

ま
で

に
規

定
す

る

物
品

を
携

帯
し

て
い

る
か

否
か

を
質

問
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る
。
 

(
参
画

の
手
続

) 

第
６

条
 

会
議

に
参

画
し

よ
う

と
す

る
者

は
、

所
定

の
場

所

で
自

己
の

住
所

、
氏

名
及

び
年

齢
を

参
画

者
受

付
簿

に
記

入
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 (
入
場

券
) 

第
７

条
 

議
長

は
、

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
前

条

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
入

場
券

を
交

付
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

2
 
入

場
券
は
、
会
議
当

日
所
定
の

場
所
で

先
着
順

に
よ

り
交

付
す

る
。

 

3
 
入

場
券

の
交

付
を

受
け

た
者

は
、
入
場

券
に

記
載

さ
れ

た

日
に

限
り

参
画
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

4
 
参

画
者

は
、
係
員

か
ら
要
求

を
受
け

た
と
き

は
、
入

場
券

を
提

示
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

5
 
入

場
券

の
交

付
を

受
け

た
者

は
、
参
画

を
終

え
退

場
し

よ

う
と
す
る

と
き
は
、
こ
れ
を

返
還

し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。 

 (
議

場
へ

の
入

場
禁

止
) 

第
８
条
 

参
画
者

は
、

議
場

に
入

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

 (
参
画

席
に

入
る

こ
と

が
で

き
な

い
者

) 

第
９

条
 

議
事

を
妨

害
す

る
こ

と
を

疑
う

に
足

り
る

顕
著

な

事
情

が
認

め
ら

れ
る

者
は

、
参

画
席

に
入

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

            

(
参

画
の

手
続

) 

第
６

条
 

参
画

の
手

続
き

は
、

特
に

要
し

な
い

。
 

                 
(
議

場
へ

の
入

場
禁

止
) 

第
7
条

 
参

画
者

は
、

議
場

に
入

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

 (
参

画
席

に
入

る
こ

と
が

で
き

な
い

者
) 

第
8
条

 
議

事
を

妨
害

す
る

こ
と

を
疑

う
に

足
り

る
顕

著
な

事
情

が
認

め
ら

れ
る

者
は

、
参

画
席

に
入

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
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3
 

議
長
は
、
前

項
の

質
問

を
受

け
た

者
が

こ
れ

に
応
じ
な

い

と
き

は
、

そ
の

者
の

入
場

を
禁

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 (
傍

聴
人
の

守
る

べ
き

事
項

) 

第
8
条

 
傍

聴
人

は
、

傍
聴

席
に

あ
る

と
き

は
、

静
粛

を
旨

と
し

、
次

の
事

項
を

守
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(
1
)
 

議
場

に
お

け
る

言
論

に
対

し
て

拍
手

そ
の

他
の

方
法

に
よ

り
公

然
と

可
否

を
表

明
し

な
い

こ
と

。
 

(
2
) 

は
ち
巻

、
腕

章
、
た

す
き

、
ゼ

ッ
ケ

ン
、
ヘ

ル
メ

ッ
ト

の
類
を
着

用
し

、
又

は
張

り
紙

、
旗

、
垂

れ
幕

の
類

を
掲
げ

る
等

示
威

的
行

為
を

し
な

い
こ

と
。

 

(
3
) 

大
声

を
発

す
る

等
騒

ぎ
立

て
な

い
こ

と
。
 

(
4
) 

楽
器
の

類
、
音

響
装

置
の

類
そ

の
他

に
よ

り
騒

音
を

発

す
る

行
為

を
し

な
い

こ
と

。
 

(
5
) 

飲
食

又
は

喫
煙

を
し

な
い

こ
と

。
 

(
6
) 

そ
の
他

議
場
の

秩
序

を
乱

し
、
又

は
議

事
の

妨
害
と

な

る
よ

う
な

行
為

を
し

な
い

こ
と

。
 

 (
係

員
の

指
示

) 

第
9
条

 
傍

聴
人
は

、
す

べ
て

係
員

の
指

示
に

従
わ

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 (
違

反
に

対
す

る
措

置
) 

第
10

条
 
傍

聴
人
が

こ
の

規
則

に
違

反
す

る
と

き
は
、
議

長

は
、
こ

れ
を
制

止
し

、
そ

の
命

令
に

従
わ

な
い

と
き
は

、
こ

れ
を

退
場

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 

附
 

則
 

こ
の

規
則

は
、
公

布
の

日
か

ら
施

行
す

る
。
 

 

 

   (
参

画
者

の
守

る
べ

き
事

項
) 

第
10

条
 

参
画
者
は

、
静
粛
を

旨
と
し

、
次
の

事
項
を

守
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(
1
) 

議
場
の

秩
序
を

乱
し
、
又
は

議
事
の

妨
害
と

な
る

よ
う

な
行

為
を

し
な

い
こ

と
。

 

(
2
) 

飲
食

又
は

喫
煙

を
し

な
い

こ
と

。
 

         (
係

員
の

指
示

) 

第
11

条
 

参
画

者
は
、
す
べ
て
係

員
の
指

示
に
従

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 (
違

反
に

対
す

る
措

置
) 

第
12

条
 

参
画

者
が

こ
の
規
則

に
違
反

す
る
と

き
は
、
議

長

は
、
こ

れ
を
制

止
し

、
そ
の

命
令

に
従
わ

な
い
と

き
は

、
こ

れ
を

退
場

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 

附
 

則
 

こ
の

規
則

は
、
平

成
２

１
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

   (
参

画
者

の
守

る
べ

き
事

項
) 

第
9
条

 
参

画
者

は
、

静
粛

を
旨

と
し

、
議

場
の

秩
序

を
乱

し
、

議
事

の
妨

害
と

な
る

よ
う

な
行

為
を

し
な

い
こ

と
。
 

            (
係

員
の

指
示

) 

第
10

条
 
参

画
者

は
、
す

べ
て

係
員

の
指

示
に

従
わ

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 (
違

反
に

対
す

る
措

置
) 

第
11

条
 

議
長

は
、

参
画

者
が

こ
の

条
例

に
違

反
し

た
と

き
、
速

や
か

に
制

止
し

、
命

令
に

従
わ

な
い

場
合

は
、
退

場

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

  
 
附

 則
 

平
成

31
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
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